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判  定 承認

　承認

質問紙調査はASDの診断をもつ子どもの主たる養育者を対象とし、主治
医によりアンケートへの回答が可能であると判断され、かつ同意が得ら
れた養育者のみに回答してもらう。インタビュー調査は質問紙調査に参
加した養育者で、主治医によりインタビュー調査への参加が可能である
と判断され、かつ同意が得られた養育者のみを対象とする。

利益相反審査判定

倫理委員会審議内容

№1 　 申請者　：　精神科 原田 聰志

課　　　　題
自閉スペクトラム症のある子どもの養育者が抱くスティグマが養育に与
える影響

研究の概要

自閉スペクトラム症（以下ASD）のある子どもの支援を妨げる要因の一
つに、養育者が抱くアフィリエイト・スティグマ（以下AS）の存在が考えら
れている。ASは養育者の精神的健康レベルの低下を引き起こし、ASD
のある子どもや周囲との接触を回避しようとする要因になり得るが、本
邦ではその実態は明らかではない。そのため、質問紙調査とインタ
ビュー調査を行うことによって、ASDのある子どもの養育者が抱くASの
実態とASが養育に及ぼす影響、及び養育者の年齢やASD特性に関す
る知識の豊富さなどの特徴とASの関係を明らかにする。また、質問紙調
査を行うにあたり、日本語版AS尺度の信頼性と妥当性を検討することを
目的とする。


